
 

「脳神経疾患治療の新技術-神経工学の世界-」 

◆２０１９年１０月７日(月) 午後６時３０分より 

◆武蔵野商工会議所 ５階第１・２会議室  

◆講師 神保泰彦先生 東京大学工学系研究科教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お 申 込】９/２７(金)までに下記事項ご記入のうえ、ＦＡＸ・メール等で 

お申込み下さい。 

※聴講無料です。また、どなたでも参加できます。 
【お問合せ】武蔵野商工会議所 

〒180-0004 東京都武蔵野市吉祥寺本町 1-10-7  

交通：JR中央線吉祥寺駅下車 北口 徒歩 5分 

℡ 0422-22-3631／Fax 0422-22-3632 

Ｅﾒｰﾙ sakurai@musasino-cci.or.jp  

主催：武蔵野商工会議所工業部会 

共催：武蔵野商工会議所企業支援部, (財)精密測定技術振興財団 

武蔵野商工会議所工業部会事務局 行  

ＦＡＸ０４２２－２２－３６３２ 

講演会参加申込書 

氏 名  

事業所名  

住  所  

ＴＥＬ／ＦＡＸ  

 

近年のノーベル生理学・医学賞の連続受賞から分かるように我が国の生命科学は世界の中で

もとても高いレベルで発展を続けています。この様な情勢のもと私たちは脳神経疾患の難しい症

例に対する工学的な支援技術の研究開発を進めています。この研究の中から今回は，聴覚障害

支援を目指す「人工内耳」の開発，「深部脳刺激」による運動機能支援についてご紹介します。 

［講師略歴］ 

1959 年 神奈川県生まれ 

1988 年 東京大学・大学院工学系研究科電子工学専攻修了・工学博士 

同年 日本電信電話㈱入社,NTT 基礎研究所                                                

1992～3 年 フランス CNRS 客員研究員 

2003 年 東京大学、2014 年から大学院工学系研究科教授（現在に至る） 

武蔵野商工会議所 工業部会主催講演会 


